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令和２年第４回高森町議会定例会（第１号） 
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             至 令和２年１２月１７日 

       （２） 会期及び審議の予定 

 

月  日 会議の種類 備   考 

１２月１０日（木） 本会議 議案提案・説明・質疑・付託 

１２月１１日（金） 本会議 一般質問 

１２月１２日（土） 休 会  

１２月１３日（日） 〃  

１２月１４日（月） 〃 
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日程第１２ 議案第７５号 令和２年度高森町後期高齢者医療特別会計補正予算について 

日程第１３ 議案第７６号 令和２年度高森町介護保険特別会計補正予算について 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（１９名） 

   町 長 草村 大成 君  副 町 長 服部 信一郎 君 

   教 育 長 佐藤 増夫 君  総 務 課 長 東  幸祐  君 

   生 活 環 境 課 長 後藤 健一 君  税務課兼会計課長 田上 浩尚 君 

   健 康 推 進 課 長 岩下 雅広 君  住 民 福 祉 課 長 岩下  徹  君 

   建 設 課 長 荒牧  久  君  農 林 政 策 課 長 後藤 一寛 君 

   政策推進課兼ＴＰＣ事務局長 今吉 輝子 さん  教育委員会事務局長 馬原 恵介 君 

   総務課財政係長 木村 允哉 君  総務課総務係長 芹口 孝直 君 

   建設課課長補佐 大坪 潤司 君  教育委員会審議員 古庄 泰則 君 

   税務課課長補佐 緒方 久哉 君  政策推進課課長補佐 村上 純一 君 

   監  査  委  員 古庄 良一 君 

    

 

５．本会議に職務のため出席した者の氏名（２名） 

   議 会 事 務 局 長 村嶋 立章 君  議会事務局主査 衛 藤 千 佳 さん 
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開会 午前１０時００分 

-------〇------ 

○議長（後藤三治君）おはようございます。会議に先立ちまして、町長の御挨拶をお願いします。

町長、草村大成君。 

○町長（草村大成君）おはようございます。令和２年度第４回高森町議会定例会の開会にあ

たり、御挨拶を申し上げます。まず目の前のボードに関しては先般も御紹介をさせていただ

きましたが、今学校現場も含めてこういう議場でも飛沫の防止というところで導入させてい

ただいたところでございます。若干声が聞きづらいこと等はあるかもしれませんが、例えば教

育現場でもそうですが、こういう会議でもやはり表情が見えるということは、逆にプラスになる

こともあるのではないかというふうに考えているところでございます。今後ともぜひ議会でも活

用していただき、貸し出す分ぐらいの台数があるかどうか今は定かではございませんが、何か

町民の皆様、地域の会議等で必要なときがあれば、総務課のほうに言っていただければ、

対応が出来る場合は対応させていただきたいというふうに思っております。 

本日は公私共々大変お忙しい中に定例会に御出席いただき、誠にありがとうございます。

御承知のように全国でコロナウイルスの感染者が増えております。またこの第３波といわれる

この感染数に関しては、当然ＰＣＲ検査のそもそもの増加というところもあるかと思いますが、

全国的に見ても第１波第２波とまたちょっと質が違う感染の拡大になっているのではないかと

思っております。本県でもクラスターが発生をいたしておりますし、阿蘇管内でもクラスターが

発生いたしております。そういう中で現在熊本県レベル４でございまして、当町も危機感を
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強めているところでございます。議員の皆様、また町民の皆様におかれましては、マスクの着

用、手の消毒、３密の回避と新しい生活様式による感染予防対策を徹底しながら、社会

経済活動に取り組んでいただけますことをお願い申し上げたいと思います。 

今年の１２月議会、最後の議会になりますが、やはりコロナウイルスもそうですが、県内で

は７月に県南の豪雨災害、また１０月の台風等々で必ずどこかしらに大きな被害が出てお

りますし、まだまだ復旧に至ってない県民の方がたくさんいらっしゃいます。いつ阿蘇管内、高

森町でも発生してもおかしくないという危機感を持っているところでございます。 

また同時に鳥インフルエンザに関しても、当町に近い近隣の県等で発生をしております。

現在かなり注視をしておるところでございますし、防災官も含めましてやはりプロの方の意見

を聞きながら、そしてスピード感を持った対応ができるように総務課で総務課長、課長補佐、

総務係長を中心となって職員の皆様一緒になってそういう対応をすぐ出来るような体制をと

っているところでございます。 

今年度はまた一方で明るいニュースもありまして、５７号線が全線復旧したと、あと北側

ルートのトンネルが開通したということです。大変入り込みが多くなりまして、例えば道の駅に

関しましては、阿蘇の道の駅が人気１位だったと大変喜ばしいニュースも飛び込んできたとこ

ろでございます。高森町においても、平成２４年の九州北部豪雨災害からの復旧の総仕

上げとなります新防災道路であります西原・日の尾峠線の開通式においては、議会の皆

様の御理解、御協力いただきながら、盛大に開催することができました。また高森駅にはワ

ンピース復興プロジェクトとして当町が求めておりましたフランキー像が設置されまして、除幕
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式を開催するなど明るいニュースもあったわけでございます。 

そして、私個人といたしましては、１０月には南阿蘇鉄道再生協議会において高森町議

会議員の皆様の全員のバックアップをいただきながら、ＪＲとの接続強化、つまり都市圏への

乗り入れという方向性が決定されたところでございます。大変時間がかかりましたが、明るい

ニュースではないかというふうに考えております。また、東京の出版社コアミックス社とのエンタ

ーテイメント業界と連携したまちづくりと地域の新産業創出の共同事業実施に関しましては、

本来であれば海外から漫画家の方、有名な漫画家の方の移住定住が先になる順番だっ

たわけでございますが、新型コロナウイルス感染症で先に０９６Ｋ歌劇団の若い女性の方が

高森に移住して活動を開始されました。漫画、つまりエンターテイメントを核とした新しい産

業、仕事を起こすと。そしてその取り組みの第一歩がかなり大きく動き始めたのではないかと

いうふうに思っております。来年も引き続き取り組みを強力に推進してまいりたいというふうに

考えております。 

そのほか多くの事業の中止もありましたが、執行する、事業をやるのに関しては、町議会

の議員さんの御協力のもと、また国県などの職員さん、また関係機関の皆さんの御協力、

そして国会議員の皆様等々の御支援をいただきながら、当町としては着実に成果があらわ

れておりますことに関しまして、改めて議会に感謝を申し上げるというところでございます。 

そしてこの場をお借りいたしまして、御報告をさせていただきたいと思います。本年空き家

対策の一環として老朽化した空き家を一般社団法人熊本県解体工業協会のボランティ

ア事業により、６４件の解体を撤去していただいたところでございます。全て無償、要は町か
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らお金は必要ありませんでした。そしてまた持ち主の方からの解体に関する基本的なお金と

いうのも必要なかったというところです。同協会は、平成２８年熊本地震で公費解体の発注

業務を委託した１１市町村及び熊本県と災害により破損した建物との解体撤去の支援に

関する協定というのを締結いたしておりますが、そのあとにこの協定の実施細目、細かいそこ

から先の部分を締結した市町村を対象に今回の事業が実施されたというところです。なお

高森町は県内の市町村の中で実施細目を１番に結びまして、それをもとに要望を行ったと

ころでございます。まだ現在１件解体中でございますが、熊本県解体企業協会の理事の皆

様、そして職員の皆様、そして何よりも現場で仕事に対応していただいた業者の皆様にこの

場をお借りいたしまして、感謝を申し上げたいというふうに思います。 

また、もう１件これはお願いでございますが、ふるさと納税に関しましては１２月１日から１２

月３１日までが勝負でございます。最も１年で申し込みが集中するわけでございまして、今

年度は高森町議会の議員の皆様にさらなる強力な御支援と営業も含めてお願いをしたと

ころでございます。なぜ皆さんにお願いをさらに強くしているかと申し上げますと、議員の皆様

御承知ですが、これは来年度から国の税収は下がります。そして当然それに伴い、町の税

収も下がることが予想されます。そしてその二つ目に起きることとしては、当然通常であるな

らば、国の当初予算ではない、例えば臨時国会で通常可決されるような経済対策がコロ

ナだったり、そういう先にやらなければいけないことが最優先になりますので、補助事業、補助

予算ですね。通常だったら採択決定になるものが遅れたり、もしくは事業自体がなくなったり、

これは必ずワクチンが普及し始めたころからそういう方向性に来るというふうに予想していると
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ころです。つまり町の税収は落ちます。落ちることを予想しながらこのふるさと納税、つまりたっ

た一つだけ稼げるところとするならここしかありませんので、ぜひとも三度のお願いでございます

が、議員の皆様の知人友人、そしてたくさん知り合いの会社等があられると思いますので、

ぜひ足を運んでいただいて、高森町の商品及び関連する商品のプロモーションを積極的に

お願いをして協力いただければというふうに考えております。よろしくお願いしたいというふうに

思います。 

さて、今定例会で御提案申し上げますのは、財産の取得や条例の改正等、議案の１２

件でございます。御審議の上、御決定賜りますようお願いを申し上げまして、御挨拶とお願

いとかえさせていただきます。 

○議長（後藤三治君）どうもありがとうございました。本日の出席議員が定足数に達しておりま

すので、ただいまから令和２年第４回高森町議会定例会を開会します。本日の会議は、

御手元に配付してあります議事日程のとおり行います。 

-------〇----- 

 日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（後藤三治君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員は

会議規則第１２５条の規定により、１０番佐伯金也君、１番後藤巌君を指名します。 

-------〇----- 

 日程第２ 会期の決定 

○議長（後藤三治君）日程第２、会期の決定を議題とします。お諮りします。今期定例会の会
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期は、１１月６日に開催されました議会運営委員会において、本日から１７日までの８日間と決

定しておりますが、これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

〇議長（後藤三治君）異議なしと認めます。よって、会期は本日から１７日までの８日間とする

ことに決定しました。 

-------〇----- 

 日程第３ 諸般の報告 

○議長（後藤三治君）日程第３、諸般の報告を議題とします。９月定例会後に行われた諸般

の報告を委員長及び監査委員からお願いします。 

まず、議会として報告を議長が行います。新型コロナウイルスの影響により、開催が延期

されていました防災公園のお披露目式が９月２０日に開催され、近年度重なる大規模災

害に備えた備蓄倉庫、１度に２４４名分の炊き出しが可能なかまど、３５台収容の車両駐

車場及びドクターヘリポートなどを完備した立派な防災施設が完成しました。１０月２日、

議会議員研修会が県立劇場で開催され、これからの防災のあり方と題して、防災システム

研究所所長の山村武彦氏の講演を聞きました。１０月３日、阿蘇大橋地区の斜面対策

の完成及び国道５７号線現道部開通式が行われ、国道５７号現道部が熊本地震以来

４年半ぶりに復旧し、同日午後２時から一般車両も通行可能となりました。１０月６日全

員協議会が開催され、南阿蘇村議会議員とともに、南阿蘇鉄道とＪＲ豊肥線の接続強

化に関する調査結果について、県の担当者から報告を受けました。その後南阿蘇鉄道上
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下分離後の新法人の費用負担割合について、南阿蘇村議会と協議をいたしました。１０

月１９日第４回臨時議会が行われ、高森町固定資産評価委員の選任、介護予防拠点

整備事業等の一般会計補正予算について審議しました。１１月５日、阿蘇市町村議長

会主催の阿蘇大橋災害復旧工事現状視察をしました。熊本復興事務所の職員から現

在の状況を説明していただき、来年３月末の開通に向けて急ピッチで工事が進んでいると

いう報告を受けました。１１月８日、町道西原・日の尾峠線開通式がとり行われ、当日は

晴天に恵まれ、沿道には多くの地元の方々の祝福を受け、通り始めの車両を歓迎されて

いた光景がとても印象的で、地元の皆様の思いが伝わりました。１１月２１日、高森駅で人

気漫画ワンピースに登場するキャラクター、フランキー像の除幕式が行われました。本来であ

れば多くの方たちに集まっていただき、盛大にフランキーを迎えたかったのですが、新型コロナ

感染防止により、今回の除幕式は参加人数を制限して開催されました。１１月２５日、第

５回臨時議会及び全員協議会が開催され、新型コロナウイルス感染症対策に係る専決

処分、補正予算等を審議しました。また、全員協議会では町道西原・日の尾峠線のこれ

からの事業計画について、建設課の担当職員より説明を受けました。以上、議会としての

諸般の報告とします。次に議会運営委員会の報告をお願いいたします。議会運営委員長、

芹口誓彰君。 

○議会運営委員長（芹口誓彰君）おはようございます。６番、芹口です。議会運営委員会の

閉会中の継続調査事項に係る活動につきまして、諸般の報告をいたします。令和２年第

４回高森町議会定例会の開会にあたり、１１月６日委員会を開催し、会期につきましては
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ただいま決定をいただきましたとおり、１２月１０日から１２月１７日までの８日間の会期とし、

１１日に一般質問、１４日に各常任委員会、１５、１６日に特別委員会を開催することに

いたしました。２回目の議会運営委員会を１２月４日に開催することとし、一般質問の通

告は議会運営委員会開催の前日の正午までとされておりまして、通告期限が１２月３日

の正午までと決定いたしました。なお、今回の一般質問では高森高校２年生２９名の傍

聴の申し出があり、傍聴席のスペースを考慮し、密にならないよう２班に分け、交代で傍聴

席への傍聴と委員会室でのテレビの視聴とすることで、許可することにしました。また、一般

質問の際の執行部の出席につきましては、９月議会同様密を避けるため、町長をはじめ

答弁に必要な職員の出席とすることといたしました。 

１２月４日に２回目の委員会を開催し、一般質問の取り扱いを協議し、期限までに通

告があった５名の議員の質問順については、議会運営基準に基づき、通告順によって１番

津留智幸君、２番後藤巌君、３番田上更生君、４番立山広滋君、５番牛嶋津世志君と

決定しました。なお、質問時間は答弁時間を含め１時間であります。次に議案の取り扱い

について協議し、議案第６８号、６９号、７０号、７７号、７８号については、１０日に議案質

疑を討論採決とすることと決定し、その他の議案につきましては所管の委員会付託とするこ

とに決定しました。また先に１６日開催することにしておりました水資源対策特別委員会、

地方再生特別委員会につきましては、審議案件等を考慮し、１５日に開催することにしま

した。以上議会運営委員会の閉会中の継続調査活動内容につきまして、諸般の報告と

いたします。 
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○議長（後藤三治君）次に、産業厚生常任委員会の報告をお願いいたします。産業厚生常

任委員長、佐伯金也君。 

○産業厚生常任委員長（佐伯金也君）おはようございます。１０番佐伯でございます。産業厚

生常任委員会の委員長を務めております。新型コロナウイルスの影響もまだまだ続く中で

特に皆さん健康に注意をし、予防に努め、新しい生活様式を実践していこうと委員全員

思っておりますが、産業厚生常任委員会では月１回の委員会開催を目的に、町長のスピ

ードに遅れないように町長が新たな事業持ってきた際に行政で言う段階を踏んでいくとなか

なかポイントを外してしまうということで、それにちゃんと答えが出来るようにということで、緊張

感を持って月１回開催をいたしております。 

９月議会以降１０月１３日、１１月２５日に委員会を開催いたしました。委員会は所管

の課の課長を中心に補佐、係長同席のもと、事業の経過報告、進捗状況、結果などの

報告を受け、質疑をしてまいっております。 

まず１０月に開催した分でございますが、今現在進めている事業を中心に審議を行って

おります。主なものは農林政策課、ＪＡ阿蘇ガソリンスタンドの地下タンクの設置事業の説

明を受けております。先般ＪＡ阿蘇高森給油所のリニューアルのオープンが行われましたけれ

ども、その件についての審議をいたしました。熊本地震の経験により、高森町の現状のエネ

ルギー拠点箇所は３箇所でございます。非常に皆さん方も経験されたと思いますが、移動

する際に燃料が不足したということで苦労をされておりました。そういうふうな経験を生かして、

どうしても高森町には３箇所の給油所が必要であるということで、今回国の補助事業の採
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択並びに町の整備事業を活用することで、高森給油所の維持をしていきたいということであ

りました。この前からオープンしておりますけれども、非常に利用者が多いことは喜ばしいこと

でございます。 

また、健康推進課の介護基盤緊急整備特別対策事業につきましては、特に介護基盤

の場としての利用を考え、バリアフリー化の徹底、新型コロナウイルスへの対応可能にしてい

くことなど、意見が出されております。通いの場として使用されるためには、今後は関連する

各課の連携が必要になってくると思っております。行政は縦割りではございますけれども、住

民、特に高齢者の皆さんたち、利用者の皆さんたちのためには横の連携を密にして、今回

の事業でリフォームが出来た集会所等については、なるべく活用が出来るようにお願いをした

いと思います。 

１１月の開催分につきましても、１０月開催時と同様に事業の現状及び進捗状況の審

議を行っております。特に気になる点といたしまして、健康推進課から住民健診の結果が

前年度を若干下回ったとの報告を受けました。６月の委員会におきましては、昨年度より

受診率が良かったというふうに聞いておりましたけれども、それから１０月等の健診等を加え

たところで減っておると、若干でございますがそういう報告を受けました。委員会としては、昨

年につきましては啓発活動を行っておりますが、今年は行わなかったことについて反省をして

おります。この件につきましては、積極的予防が社会医療費の削減につながることにより、

町民の皆様へのサービス、また重要さを知っていただくために、一致協力して今後も委員会

では対策を立ててまいろうと思っております。 
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その次でございますが、住民福祉課の高齢者等外出機会創出事業、先般臨時議会

で出されましたシニアカーのレンタル事業でありますが、まだ臨時議会のときにもスキームはま

だ決まっていないと町長答弁もありましたが、担当者より大まかな説明を受けました。３０台

購入予定でございますが、段階を経て導入すること、交通安全の講習を行うことなどでござ

います。レンタル代については、ランニングコスト、また賠償保険等、見合った額の設定をとい

う意見が出されております。また外出機会が減った方への支援とともに、運転免許証の返

納推進も兼ねており、高齢者への新たな生きがいにつながる事業になればと思っております。

シニアカーついては、１充電、満充電で大体２０キロの走行が可能と聞いております。ある程

度皆様方が病院また買い物等には十分利活用出来るシニアカーであると思っております。

運営につきましては十分担当課、また町長さんと協議をしていただいて、規定等を作ってい

ただきたいと思っております。 

建設課からは、令和２年へ繰り越しをした工事の状況報告及び社会資本整備総合交

付金事業、請負委託の工事の説明を受けました。農林政策課からは現在実施している

事業のほか、１２月議会にて補正予算で上がる事業の説明を前もって説明を受けておりま

す。興味を引いた事業といたしましては、令和３年度事業予定として農地バンクの利用促

進事業がございます。これは口頭契約にて賃借がなされている事業が多く、正規の手続を

経ていない事例が見受けられる点、農事組合法人での利用が主で、個人間の農地の賃

借についてはほとんど各種協力金が活用されていない点などを踏まえて、今回田上更生

議員が質問されますふるさと納税基金との活用、高森町独自の事業を想定しているという
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ことでございました。町の基幹産業でもある第一次産業の活性化につながればと思っており

ます。一般質問等で農業政策についての質問がございます。それについても期待をする次

第であります。 

最後になりますが、住民福祉課事業でマイナンバーカードの登録推進がありました。報

告では、阿蘇郡市でワースト２、熊本県下でも下位であるという報告を受けております。申

請手続が難しいのではと考え、委員長、副委員長が実際に役場内で申請をいたしており

ます。この様子はＴＰＣで収録も行っており、よろしければ見ていただきたい。実際はオンライ

ン申請も書類申請も２０分以内、２０分というのはちょっと多めなんですけれども、本当に簡

単に終わっております。事前の準備だけをしていただければ、誰でも窓口で簡単に申請が出

来るわけでありますので、マイナンバーカードの登録推進、登録については町民の皆様方の

御協力をお願いいたしたいと思います。 

閉会中の会議の報告は以上でございますが、産業厚生常任委員会、今後も月１回の

委員会開催を目指して、住民の皆様方の視点に立った運営をしてまいりたいと思います。

以上、産業厚生常任委員会の閉会中の審議の報告をいたしました。終わります。 

○議長（後藤三治君）総務文教常任委員会の報告をお願いいたします。総務文教常任委員

長、芹口誓彰君。 

○総務文教常任委員長（芹口誓彰君）６番、芹口です。１０月２３日に熊本県農畜水産物

の学校給食への提供事業として、総務文教常任委員５名で高森中央小学校の給食を

試食いたしました。この事業は新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、外国人観光
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客及び外食産業の需要が減少したことにより、影響が生じている県産の畜産水産物につ

いて、希望する学校給食実施校へ食材を提供し、食育を通して県産農畜水産物への理

解を深めるとともに、地産地消の推進、ＰＲを目的として実施されている事業であります。こ

の日のメニューは、天草真鯛の香味ソースがけ、ワンタンスープ、麦ごはん、牛乳をいただき

ました。来年の３月中旬まで実施されるということでございますので、この事業が県内の農

畜産水産物の活性化につながればというふうに思っております。また子供たちの給食の状

況を見まして、給食担当の職員の方々が日々安全で安心したおいしい給食を提供してい

ただき、子供たちのよりよい食育環境に努めておられることに感謝をしたところでございます。

以上で総務文教常任委員会からの諸般の報告といたします。 

○議長（後藤三治君）次に議会広報特別委員会の報告をお願いいたします。議会広報特別

委員長、牛嶋津世志君。 

○議会広報特別委員長（牛嶋津世志君）おはようございます。４番牛嶋です。議会広報特別

委員会の諸般の報告をさせていただきます。議会広報絆第７９号の編集につきまして、９

月定例会の最終日に御報告を申し上げましたが、１０月２日に第１回の編集委員会を開

催し、以後計４回の委員会を開き、１１月４日に全世帯へ発送いたしました。 

議会広報絆第７９号の表紙には収穫の秋ということで、地元の農家の方の稲刈りの様

子を掲載いたしました。今回の内容といたしましては、９月定例会での主な補正予算の事

業概要と教育委員選任の人事案件、令和元年度決算認定、議案に対する主な質疑応

答、一般質問が５名の議員からありましたので、その内容と各常任委員会からの報告、２
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名の方の町民の声を掲載させていただきました。また、裏表紙に熊本県農産畜産物の学

校給食への提供事業として、総務文教委員会が高森中央小学校の給食試食会に招待

されましたので、そのときの模様を写真を織り交ぜて紹介いたしました。今総務委員長が紹

介された内容を写真をつけて紹介いたしました。 

最後に１１月１２日に町村議会広報研修会が開催され、議会広報委員４名が参加い

たしました。その中で、審査員の先生から過去の高森町の議会広報に対してのアドバイス

や指摘事項等がいくつかありましたので、研修会で学んだことを生かして次回からまた議会

広報づくりに努めていきたいと思っております。以上で議会広報特別委員会の諸般の報告

といたします。 

○議長（後藤三治君）次に監査委員の報告をお願いいたします。監査委員、立山広滋君。 

○監査委員（立山広滋君）おはようございます。７番立山です。監査委員から諸般の報告を申

し上げます。９月２３日、１０月２０日、１１月２４日に例月出納検査を実施しました。９月

の定例会の折、帳票の印漏れ及びチェック体制の指摘をさせていただきましたが、その後の

３回の監査ではほぼ改善されており、適正な事務処理がなされていたことを御報告させて

いただきます。 

また、１１月１０日に定期監査を実施し、色見保育園、高森中央小学校、高森中学

校の備品検査をしました。いずれも管理、使用とも良好にされていましたが、今一度備品

台帳との整合性及び現在使用されていない備品に関しては、担当課局と協議し、速やか

に廃棄処分されることをお願いいたしました。以上で監査委員からの諸般の報告とさせてい
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ただきます。 

○議長（後藤三治君）以上で諸般の報告を終わります。 

-------〇------ 

日程第４ 議案第６７号 町有林造林委託について 

○議長（後藤三治君）日程第４、議案第６７号、町有林造林委託についてを議題とします。

本案について、提案理由の説明を求めます。 

○１０番（佐伯金也君）それは、契約の相手方が当事者の議員さんがいらっしゃるから、説明前

に一度退席されておったほうが私はいいと思います。 

○議長（後藤三治君）今１０番佐伯議員のほうから、この議案について当事者がおられますの

で退席をということでございますが、そのように取り計らってよろしいでしょうか。 

［「はい」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）それでは改めまして、日程第４、議案第６７号、町有林造林委託につい

てを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。生活環境課長、後藤健

一君。 

○生活環境課長（後藤健一君）おはようございます。議案第６７号で御提案いたしました、町

有林造林委託について御説明いたします。尾下造林組合、代表者田上更生氏から高

森町町有林造林条例第２条に基づき、造林事業委託申請があり、同条により町が造林

を委託する案件でございます。 

まず造林を委託する場所でございますが、高森町大字尾下字小弾ケ８７１、８７２、８７
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３、８７４の１、８７４の２、８７５の２、８７５の３、８７６の１、字具右８４９の一部です。資料

をごらんください。管内図に表示されている箇所が委託造林対象地で、その詳細を航空写

真に表示しております。造林の見込面積は１０万８，６００平方メートルです。この場所は

旧県行造林小弾ケ団地の一部でございまして、大正１２年１１月、条件付き寄附により野

尻村有となり、県行造林として最初に植栽をしております。１代目の造林が伐採売り払い

により終了し、昭和４３年１月１０日、高森町と熊本県との間に２代目の県行造林契約を

締結しました。今回２代目の増林を行った団地のうち、前回伐採した残り１０万９，５００平

方メートルを今年の２月に伐採処分し、収益金を分収割合により分けております。 

参考までに処分金額は総額２，９５７万２，０８４円、配分内訳は熊本県５０％、１，４

７８万６，０４２円、町２５％、７３９万３，０２１円です。また、尾下造林組合も２５％の同

額で７３９万３，０２１円でございました。契約を行う分収割合は造林組合６割、町４割で

高森町造林条例第５条第２項のとおりでございます。契約を行う相手方の造林組合は、

尾下造林組合代表者田上更生、組合員４４名、前回と同様に尾下造林組合より造林

事業を行いたい旨の申請がございました。町有地を貸付し、造林事業を委託するためには、

地方自治法第９６条第１項第６号の規定により、議会の議決を経る必要がありますので、

今回御提案いたしました。慎重審議の上、御決定賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶものあり］ 
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○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。お諮りします。本案は総務文教常任委員会に付

託したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって議案第６７号、町有林造林委託につい

ては、総務文教常任委員会に付託することに決定しました。 

-------〇------ 

 日程第５ 議案第６８号 財産の取得について 

 日程第６ 議案第６９号 財産の取得について 

○議長（後藤三治君）日程第５、議案第６８号、財産の取得について、及び日程第６、議案

第６９号、財産の取得については関連議案でありますので、一括して提案理由の説明を

求めます。総務課長、東幸祐君。 

○総務課長（東幸祐君）おはようございます。議案第６８号、議案第６９号の財産の処分につ

いてでございますが、それぞれ関連がございますので一括して御説明をさせていただきます。

財産の取得でございます。ともに給水車両の購入に係る契約を締結するための議会の議

決を求めるものでございます。取得する財産は、給水車両２台になります。議案第６８号

では２トン車車両、議案第６９号では４トン車両でございます。契約金額につきましては、

２トン車が税込の１，７９３万円でございます。４トン車につきましては、２，０６２万５，０００

円でございます。契約の相手方はともに高森町大字高森９８１番地５、有限会社高森モ

ータース、代表取締役家入章雄氏でございます。提案理由は議会の議決に付すべき契
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約及び財産の取得、また処分に関する条例第３条の規定により議会の議決を経る必要

があるためです。御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とい

たします。なお詳細については担当課長のほうから御説明をいたします。以上でございま

す。 

○議長（後藤三治君）建設課長、荒牧久君。 

○建設課長（荒牧久君）おはようございます。それでは、詳細について御説明を申し上げます。

９月の高森町定例議会におきまして、議案第５５号、令和２年度高森町一般会計補正

予算第６号で備品購入費として給水車２台、４，０００万円を計上し、御審議、御決定

をいただいたところでございます。 

まず、議案第６８号の２トン車両について、御説明を申し上げます。いすず自動車の４輪

駆動車にステンレスタンクを搭載したものとなります。タンク容量が１．７トン、主な装備品と

しまして、放送設備、バックカメラ、ＥＴＣ、カーナビ、ドライブレコーダー、ハッチ式マンホール、

吸排水消防ホース直結ジョイント、所帯前方圧力散水工法重力散水となっております。 

続いて、議案第６９号の給水車４トンについて、御説明申し上げます。こちらはいすず自

動車の２輪駆動になっており、ステンレスタンクを搭載したものでございます。タンク容量が４

トン、主な装備品につきましては２トン車両と同様となっております。契約の内容につきまし

ては、先ほど総務課長が申し上げたとおりでございますので、省略をさせていただきます。町

内業者７社による見積入札の結果によるものでございます。議会の議決に付すべき契約

及び財産の取得または処分に関する条例第３条に規定されており、また、地方自治法第
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９６条第１項第８号の規定により、議会の議決を経る必要があることから、今回提案したも

のでございます。以上財産の取得について御説明いたしました。御審議いただき、御決定

賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）討論なしと認めます。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって議案６８号及び議案第６９号、財産の

取得については、原案のとおり可決されました。 

-------〇------ 

 日程第７ 議案第７０号 高森町工場等設置奨励条例の一部改正について 

○議長（後藤三治君）日程第７、議案第７０号、高森町工場等設置奨励条例の一部改正

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。政策推進課長、今

吉輝子さん。 

○政策推進課長（今吉輝子さん）おはようございます。議案第７０号で提案いたしました、高森
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町工場等設置奨励条例の一部改正につきまして、提案理由を御説明申し上げます。今

回の改正は、上位法の条項の新設に伴う条ずれでございます。新旧対照表をごらんくださ

い。第３条第１項第２号中の地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤

に関する法律第２５条を第２６条に改めるものです。条例を改正するためには、地方自治

法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決を経る必要があります。以上、今回

御提案しております内容につきまして説明を申し上げましたが、御審議いただき、御決定

賜りますようお願いしまして、御説明を終わらせていただきます。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）討論なしと認めます。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって議案第７０号高森町工場等設置奨励

条例の一部改正については、原案のとおり可決されました。 

お諮りします。しばらく休憩したいと思いますが、御異議ございませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（後藤三治君）１１時５分から再開したいと思います。よろしくお願いします。 

-------〇------ 

休憩 午前１０時５３分 

再開 午前１１時５分 

-------〇------ 

○議長（後藤三治君）休憩前に引き続き会議を行います。 

-------〇------ 

日程第８ 議案第７１号 高森町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部改正について  

○議長（後藤三治君）日程第８、議案第７１号、高森町家庭的保育事業等の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部改正についてを議題とします。本案について、提案

理由の説明を求めます。住民福祉課長、岩下徹君。 

○住民福祉課長（岩下徹君）議案第７１号で御提案いたしました高森町家庭的保育事業等

の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について、提案説明

を申し上げます。本条例は児童福祉法第３４条の１６、第１項の規定に基づき、平成２６

年９月に制定されているものでございまして、今回上位法令であります家庭的保育事業

等の設備及び運営に関する基準の一部が改正されたことに伴い、本町の条例を改正する

必要が生じたため、御提案するものでございます。 

なおこの基準は、特に都市部で課題となっております待機児童解消するための国の施
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策でありまして、本町においては、この家庭的保育事業等に該当する施設はございません

が、今回条例改正でございますので、主な改正点とあわせて家庭的保育事業等といいま

すのがどのようなものか簡単に御説明だけさせていただきたいと思います。新旧対照表の１

ページ目をお開き願います。横向きの新旧対照表になります。この家庭的保育事業等につ

きましては、四つの事業区分がございまして、その四つの区分を新旧対照表１ページ目の

左側、改正後の部分で改正後の部分の目次の部分で説明をさせていただきます。 

まず一つ目が第２章の部分で、家庭的保育事業とあります。これは定員が１人から５人

を保育する施設、これが家庭的保育事業、続いて第３章で小規模保育事業と書いてござ

いますが、これが６人から１９人を保育する施設、続いて第４章の部分で居宅訪問型保育

事業とありますが、これは障害等で個別の保育を必要とする子供の居宅で保育を行うなど

の事業、最後に第５章の部分で事業所内保育事業、これは会社等の事業所の保育施

設等で従業員や地域の子供を一緒に保育する事業というこの四つの区分になっております。

この四つに共通する部分が保育の対象がいずれも３歳未満ということでございます。この四

つを総じて家庭的保育事業等ということになっております。冒頭にも申しましたが、本町にお

きまして該当する事業所はございません。 

なお今回の主な改正内容につきましては、３点主にございまして、まず一つ目に卒園後

の３歳児からは連携施設の確保が条件とされておりましたが、その確保義務が緩和された

こと、それから二つ目に自園での調理、つまりそれぞれの園での調理を原則としていますが、

それが出来ていない施設についての猶予期間が５年であったものを１０年に延長すること、
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三つ目に事業所に配置される職員について、一部保育士と同等の知識及び経験を有す

る者等の特例が設けられたこと等でございます。以上、主な改正内容等について御説明申

し上げましたが、御審議いただき、御決定賜りますようお願い申し上げまして、提案説明を

終わります。よろしくお願いいたします。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶものあり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。お諮りします。本案は産業厚生常任委員会に付

託したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって議案第７１号は、産業厚生常任委員

会に付託することに決定しました。 

-------〇------ 

日程第９ 議案第７２号 高森町国民健康保険税条例の一部改正について 

〇議長（後藤三治君）日程第９、議案第７２号、高森町国民健康保険税条例の一部改正

についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。税務課長、田上浩

尚君。 

○税務課長（田上浩尚君）おはようございます。議案第７２号で御提案いたしました、高森町

国民健康保険税条例の一部改正につきまして提案理由を説明申し上げます。今回の改
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正は、地方税法施行令の一部を改正する政令が令和２年９月４日に公布されまして、

国民保険税の改正部分につきましては、令和３年１月１日から施行されることとなりました。

これに伴いまして、高森町国民健康保険税条例第２３条の国民健康保険税の減額につ

いて、個人所得税の見直しに伴う軽減判定基準の見直し及び附則２項につきまして、公

的年金等に係る国民健康保険税の課税の特例で軽減判定基準を基準の見直しにあわ

せまして、規定等を整備するものでございます。 

条例等を改正するには、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によりまして、議会

の議決を経る必要がありますので、この議案を提案するものでございます。以上、今回提案

しております内容につきまして御説明申し上げましたが、御審議いただき、御決定賜ります

よう、お願いいたしまして、説明とさせていただきます。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。１０番佐伯金也君。 

○１０番（佐伯金也君）１０番佐伯でございます。税法の改正は税金申告をする住民からすれ

ば非常に難しいといいますか、分かりにくい文言が並ぶものでございます。そういう中で、コロ

ナ禍の中でもテレビ等でも報じておりますけれども、皆さん方の所得が今年１年間非常に

厳しいものがあったということで、税法の改正が行われておるものと思いますが、今回は国民

健康保険税の減額ということでありますが、６月の議会でも国民健康保険税の減額の改

正が行われております。主に控除額についてでございますが、今回も上がっておるようでござ

います。控除額が上がりますと、結果住民の皆様方からすれば、国民健康保険税が下が
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ってくるものだというふうに思っております。しかしながら、この附則にある公的年金等に係る

所得に係る国民健康保険税の課税の特例というのが出てまいります。この中に山林所得

等があるものはということで書いてございますが、これにつきましても控除額が増額になってく

るというふうに私は捉えております。そういうわけで健康保険税の減額についてが年に２回も

改正をされるということに対してどういうふうな状況であるのか、また原因が何であるのかとい

うことを説明方よろしくお願いいたします。 

○議長（後藤三治君）税務課長、田上浩尚君。 

○税務課長（田上浩尚君）１０番佐伯議員の質問に回答いたします。今回の改正によりまして、

軽減世帯の範囲が広がることになります。しかしながら、国民健康保険税等につきまして

は、税額等につきましては、医療費の動向次第でございます。医療費が上がれば、当然な

がら国民健康保険税等も増えることになりますので、住民健診等を進めながら、病気等の

早期発見等、そして医療費を抑え込むことが重要ではないかと思っております。 

今回の改正は軽減範囲が広がるということでございますので、税額につきましては、今言

いましたように医療費次第でございますので、今後の住民健診等も十分考慮しながら医療

費を抑えていくことが最重要かと思いますので、皆さんよろしくお願いしたいと思います。以上、

御説明をいたします。 

〇議長（後藤三治君）１０番佐伯金也君。 

〇１０番（佐伯金也君）１０番佐伯でございます。今担当課長のほうから説明がありました。今

年１年間コロナ禍の中で各事業所、事業主でない個人においてもかなり所得が減ってきて
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おるということで、所得税はそれぞれ申告の中で納められるということでありますが、国民健

康保険税につきましての控除額というのは、あくまでもやっぱり所得税の申告のときと同じ金

額ではなくして、別の考え方でまいります。そういうわけで、なかなか健康保険税、今は高

森町については２月まで納めるということで、納める期間をなるべく広げることで皆さんたちの

負担を減らすように、町としては努力をしておるところでございます。そういうわけで１２月にこ

のように控除額の増額をしていただくということは、大変住民からすると嬉しいわけでございま

す。それについて、住民の方たちに対してこういうふうに控除額が上がりましたよということを

十分啓発していかないと、今後また来年の５月に国民健康保険税の計算書、納付書が

送ってきたときに、皆さんたちが重税感を体感して上がった上がったという声が聞こえてこな

いとも限りません。ですから、その点についての説明を丁寧に住民の皆様達にしていただき

たいと。 

私ども議会としても、先ほど委員長報告でも申し上げましたとおり、事前に住民の皆さん

たちの健康を守るための活動をどんどんやっていかなければ、診療報酬費が上がっていくこと

によって、健康保険税が上がるということであります。特別会計の中でありますので、そういう

ことで努力をしてまいりたいと思いますが、主にこれは横の連携、税務課が税法、それと健

康健康保険税を算出する側については健康推進課でございます。どうぞ今後につきまして

も、町長を先頭に住民の健康がどんどん関心を持っていただけるように、啓発活動よろしく

お願いをしておきたいと思います。以上です。 

○議長（後藤三治君）ほかに質疑はありませんか。 
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［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。お諮りします。本案は総務文教常任委員会に付

託したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって議案第７２号は、総務文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

-------〇------ 

 日程第１０ 議案第７３号 高森町一般会計補正予算について 

○議長（後藤三治君）日程第１０、議案第７３号、高森町一般会計補正予算についてを議

題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。町長、草村大成君。 

○町長（草村大成君）議案第７３号で御提案いたしました、令和２年度高森町一般会計補

正予算第１０号について御説明申し上げます。今回の補正は歳入歳出それぞれ１億２，

１７２万３，０００円を追加いたしまして、予算の総額を６８億８，１７９万３，０００円とする

ものでございます。 

５ページをお開きください。地方債の補正について御説明をいたします。こちらにつきまして

は、今年度、令和２年度起債を活用して実施する事業のうち、未計上分を１、追加で計

上させていただきました。具体的には町立学校の特別教室にエアコンを整備する事業につ

いて、補助金の裏の残りの部分に過疎債を借入予定としておりましたが、教育施設等整

備事業債に替えまして、借り入れを予定としておりますので、今回組み替えということをいた
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しました。また後で歳出で御説明いたしますが、７月豪雨により被災した道路等の災害復

旧工事に係る事業分を借入予定としております。２の変更につきましては、これまでの起債

協議の状況等により、それぞれの限度額の変更をいたしました。 

続きまして御手元の予算書の９ページをお開きください。歳入について主なものを御説明

いたします。第１５款第２項国庫補助金につきましては、今回歳出に計上しております各

種補助金の財源となる国の補助分を計上いたしました。当初予算と合わせまして、現時

点で総額８億９７７万９，０００円を予定いたしております。 

続きまして１０ページをお開きください。第１６款第２項、県の補助金につきましては、新

型コロナウイルス感染症対応といたしまして、各事業に充当を予定いたしております地方創

生臨時交付金について、１１月２５日に高森町は２次分の交付決定を受けましたので、今

回計上させていただきました。しかしながら現時点で翌年度に繰り越すことが判明している

事業分については、概算払請求をしないように指示をされていますことから、今回の歳入に

は含めておりません。 

続きまして１１ページをごらんください。第１９款繰入金につきましては、財政調整基金を

１億８，４０９万円減額いたしました。また、今回歳出で計上しております事業の財源とする

ため、ふるさと納税応援基金を９６万円繰り入れる予定といたしております。また後で介護

保険特別会計の補正で担当課長より説明をいたしますが、昨年度の決算に伴う精算金と

して、介護保険特別会計から２１万２，０００円の繰入金を計上いたしました。続きまして２

２款、１１ページの町債の内容につきましては、先ほど地方債補正で御説明をしましたとお
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りでございます。なお、今年度の借入総額は現時点で７億５，４８１万３，０００円を予定い

たしております。 

続きまして、歳出について御説明いたします。歳出につきましては、カラープリントでいつも

のようにお配りしております補正予算概要書に沿って、説明をいたしたいと思います。概要

書右上にページ番号を記載しておりますので、概要書の右上の番号で御説明いたしますの

で、御確認をお願いしたいというふうに思います。まず１番のコンビニ交付サービス導入促進

実証事業について御説明を申し上げます。これは住民票などの町が発行する証明書をコ

ンビニで交付するというサービスを実施するために、システムの改修費として６００万円を計

上いたしました。これは全額国の補助を活用するために、町の負担はゼロとなります。年明

けた令和３年２月後半から３月末まで実証実験と効果検証を行います。そして４月より本

稼働を開始する予定です。これによって高森町役場に行かなくても、来られなくても証明書

を受け取ることが可能となります。また本事業の取り組みは、行政サービスの充実につなが

るものだというふうに考えております。今回の改修をもって終わりではございません。出来たこ

とと出来ないことを分かりやすく整理いたしまして、具体的な利用方法、出来ることに関して

の利用方法をしっかりと周知すると。そしてマイナンバーカードの取得並びに利用促進につな

げてまいりたいと。その結果ワースト２位と言われることも改善につながると思いますし、県内

でも上から数えたほうが早い自治体になるのではないかなというふうに考えておりますので、

来年度もしっかり取り組んでいきたいというふうに考えております。 

続きまして２番の新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業について、御説明を申
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し上げます。これは保育所や子ども子育て支援を行う事業所が感染症の対策防止を図り

ながら、やはり事業というのは継続していかなければいけないということで、マスク、消毒液、

空気清浄機等の購入にかかる経費として３０９万円を計上いたしました。これも全額国の

補助になりますので、町の負担はゼロでございます。 

続きまして、３番の攻めの園芸生産対策事業について、御説明を申し上げます。これは

農業経営の中で、やはり環境の変化というのが当然コロナウイルスも含めて日々あるわけで

ございます。ただそこに対応していく、攻めの園芸を展開していくということで、熊本県の補助

事業を活用して、これは地域の担い手を支援する事業でございます。今回は花きを生産す

る農業組合が冬の発芽への不良等を解消するため、園芸暖房機や種子の保冷庫等を

導入する場合の計画が出されております。これは収量や品質の向上に必ずつながるという

ふうに私も考えております。総事業費は９３６万円で、９３６万円の３分の１を熊本県が、１

０分の１を町が補助し、残りの経費につきましては事業主体が負担するということでございま

す。今後も事業の周知やほかのことの情報収集に努め、産地づくり、産地ブランド化を構

築してまいりたいというふうに考えているところでございます。 

続きまして４番のくまもと土地利用農業競争力強化支援事業補助金につきまして、御

説明を申し上げます。これは中山間地等において地域営農の組織が中心となり、地区の

農地の受け皿として耕作放棄地の解消、それと地域ブランド力の向上というところを努め、

土地利用型農業の経営安定化にそこからつなげるというための事業になります。今回農事

組合法人が熊本県の補助を活用いたしまして、自脱型のコンバイン等の導入を予定計画
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されております。これはコストの削減等と１番は作業の効率化というところに向かって取り組ま

れるわけでございます。総事業費は８９０万円で補助率が５０％、２分の１ありまして、残り

半分が組合の負担ということになります。 

続きまして、５番目の農地等災害復旧工事について御説明申し上げます。これは７月

の豪雨災害で農業用施設について被災を受けております。国の補助を活用した災害復旧

を行うにあたり、農地が４カ所、施設３カ所に係る工事費として１，０００万円を計上いたし

ました。激甚災害に指定されております。ほぼ国費の補助でこれは賄われる予定でございま

して、残りの５％程度が地元の受益者の負担になる見込みでございます。 

６番の公共土木施設災害復旧事業について、御説明申し上げます。これも７月豪雨で

ございます。公共土木施設について災害復旧事業を実施するものになります。総事業費

が７，０９０万円でございます。そのうちの３，９４０万円が補助金としていただける見込みで

ございます。残りの額につきましては、災害復旧事業債を借り入れる予定でありまして、これ

は交付税措置がしっかりありますので、町の実質の負担額は１６７万円程度になる予定で

ございます。 

以上今回御提案しております補正予算について、その概要を説明申し上げました。また

先ほど予算説明の中ではございますが、先ほど産業厚生常任委員長の佐伯議員からアド

バイスをいただきましたが、この健康診断の割合に関しまして、健診率に関しまして、６月ま

では良かったと。１０月で若干落ちたと。そしてまた委員会のメンバーの方がそれぞれ協議を

していただきまして、昨年度は議会議員の方がマイクを持って広報していただきました。今年
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度は高森町の行政といたしまして、しっかり行政のやり方として腰を据えて、腹を据えてやっ

たつもりでございます。しかしながら、なかなか前年度は議員さんのお力を借りたというところ

もありますが、前年度若干ちょっと下回るのかなというアドバイスを先ほどいただいたわけでご

ざいます。今後も基本といたしましては、高森町役場といたしましては行政としてのやり方、

行政としての広報というのをしっかり地区におきまして、そのうえで委員会からの御指導、アド

バイスをいただきながら、来年度も今後もそうでございますが、来年度に向かってしっかり課

長を筆頭に積み上げてまいりたいというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願いしたい

というふうに思います。今御提案いたしましたことに関しましては、御審議の上、御決定を賜

りますようお願いをいたしまして説明を終わらせていただきます。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。４番、牛嶋津世志君。 

○４番（牛嶋津世志君）４番牛嶋です。ちょっと確認でございます。新型コロナウイルス感染緊

急包括支援事業で、事業所の中でおてんとさん、認可外保育施設はちょっと私勉強不足

であんまり聞いたことございませんが、どういう団体でございますか。説明いただきますか。この

施設はどういう施設かちょっと説明していただきたい。認可外保育になってますけど。 

○議長（後藤三治君）住民福祉課長、岩下徹君。 

○住民福祉課長（岩下徹君）４番牛嶋議員の御質問にお答えいたします。おてんとさんにつき

ましては、上色見のほうで一般社団でされております森の幼稚園ということでされております。

特定の施設を持たないで、何曜日はどこどこの山に行くとかそういった活動されている森の
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幼稚園として活動されているところでございます。以上でございます。 

○議長（後藤三治君）ほかに質疑はありませんか。１番、後藤巌君。 

○1番（後藤巌君）１番後藤です。このコンビニ購入サービス導入促進実証事業についてお尋

ねします。これにつきましては、ぜひとも導入はしていただきたい事業と私は思ってます。その

中で近頃いろんな自治体でコロナ感染者が出て、庁舎が消毒のために２日ないし４日間ぐ

らい閉めるというような事態が全国で発生しております。その中で高森町としては例えばコロ

ナの方が出た場合、感染者が不幸にも出た場合、緊急的にいわゆるそういう対策、どのよ

うな形で現在住民票、印鑑証明を取るとか、そういうことが出来ているかどうかというのをま

ず一つ尋ねたいと思います。 

○議長（後藤三治君）住民福祉課長、岩下徹君。 

○住民福祉課長（岩下徹君）１番後藤議員の御質問にお答えいたします。本町におきまして

は今おっしゃられたような窓口対応が必要な業務につきまして、もし閉鎖といいますか、中

で来庁される方を庁舎内に入れることが出来ないという場合に備えて、以前ドライブスルー

方式での定額給付金の交付受付を行ったこともふまえて、外に端末を置いてその事務の

経験者、直接コロナの感染に関わらないといいますか、濃厚接触に当たらない職員、経験

のある職員をそこに配置して、例えば役場の正面玄関の外ですとか、あるいはテントなりを

設けて、緊急的な窓口を設置して対応するというところで考えております。以上でございま

す。 

○議長（後藤三治君）１番、後藤巌君。 
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○１番（後藤巌君）答弁ありがとうございました。そのような形で策があるというならば、それはいい

んです。実際例えば住民の方ももしここの庁舎が立入禁止、閉めたとなれば、例えば草部

に行かなければいけないのかとか、野尻のほうに行かなければ取れないのかとか、そういう話

もあると思うんで、そこらもやっぱりきっちり機会があれば話してもらいたいと思いますし、そう

いう事態を防ぐためにこの実証実験をされると思います。 

出来ればこれは町長にお願いなんですけども、臨時交付金で使える予算がありますなら

ば、今のところ令和３年４月より本稼働っていうことで予定組まれてますけども、これも前倒

し、早く出来ないかということをお願いしたいと思います。以上です。 

○議長（後藤三治君）町長、草村大成君。 

○町長（草村大成君）１番後藤議員の御要望ということで実はすぐに導入しようと思ったんです

が、コロナ対策をやってるのは県内自治体全てやっておりまして、対応したのは当町早かっ

た方だと思いますが、システム会社のほうがどうしても最短でこれだというところで、かなり現

場の税務課の職員さん、係長を筆頭に頑張られて積み上げられたわけでございますが、現

時点ではこのスキームでこのスピード感が最短というところでございます。もし今後少しでも

早く導入が出来るとするならば、導入に努めてまいりたいというふうに考えております。以上

です。 

○議長（後藤三治君）ほかに質疑はありませんか。２番、津留智幸君。 

○２番（津留智幸君）２番津留智幸です。農林政策課長にお伺いいたします。概要書３番、４

番、３番は攻めの園芸生産対策事業で地域の担い手となる農家組合が取り組む事業に
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なっております。４番のほうはくまもと土地利用型農業競争力強化支援事業ということで、

地域の営農組織、農業法人等とあります。なかなかこの区別が農家組合と組合法人とそ

の区別が一般の方は分からない方がいると思いますので、概略で結構ですのでその区別を

教えてください。 

○議長（後藤三治君）農林政策課長、後藤一寛君。 

○農林政策課長（後藤一寛君）２番、津留智幸議員の御質問にお答えいたします。農家組

合と地域営農法人の違いということで、御質問の内容かと思います。農家組合で取り組む

という部分につきましては、今国が出しますほとんどの補助事業が３戸以上、要するに同じ

業種、例えば野菜なら野菜、花卉だったら花卉、そういうものの補助関係の事業はほとん

ど３戸以上という条件がついております。そういうものに取り組まれる分につきましては、農家

組合という形になります。一方で地域営農法人、これにつきましては、御承知のとおり農事

組合法人とかそういう名称になりますけれども、これはもう御承知のとおり明確な法人格を

持った団体でございます。ですので、補助事業のための団体が農家組合っていう部分で、

一方では要するに個人、法人っていう税務上の使い分けとかもございますけども、要するに

登記がなされている法人格を持った団体が法人でございます。以上でございます。 

○議長（後藤三治君）２番、津留智幸君。 

○２番（津留智幸君）よく分かりました。集落において様々な形態がありまして、いろんな事情が

ございます。それぞれの集落がどの事業に該当するのかを、これから議会としてもそれぞれの

集落に周知していかなければなりませんし、今後の集落のあり方について担当課とも相談
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しながらどういった内容がその集落にあるのかを一緒になって推進していきたいと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（後藤三治君）ほかに質疑はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。お諮りします。本案は各常任委員会に付託したい

と思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって、議案第７３号は各常任委員会に付託

することに決定しました。 

-------〇------ 

 日程第１１ 議案第７４号 高森町国民健康保険特別会計補正予算について 

○議長（後藤三治君）日程第１１、議案第７４号、高森町国民健康保険特別会計補正予

算についてを議題とします。本案について提案理由の説明を求めます。健康推進課長、

岩下雅広君。 

○健康推進課長（岩下雅広君）おはようございます。議案第７４号で御提案いたしました、令

和２年度高森町国民健康保険特別会計補正予算第３号について、御説明申し上げま

す。補正予算の主なものは、新型コロナウイルス感染症に係る国民健康保険税の減免

措置による予算額の増減について、地方自治法第２１８条第１項の規定により、補正予

算の議決を得る必要がありましたので、提案させていただくものでございます。１ページをごら



41 

 

んください。今回の補正は既定の予算に３６万６，０００円を増額し、歳入歳出総額をそ

れぞれ１１億１，７０４万５，０００円としました。 

歳入歳出の主なものについて御説明申し上げます。まず歳入について、６ページをごらん

ください。第１款第１項第１目、国民健康保険税の現年課税分について、新型コロナウイ

ルス感染症の影響による減免申請のありました６名分を総額で９８万８，０００円減額して

おります。これに対しまして、税収減税分の財政補填といたしまして、第５款国庫支出金で

５９万３，０００円と、次の第６款県支出金で３９万５，０００円を増額しております。 

次に歳出について、８ページをごらんください。第１款第１項第１目の一般管理費におい

て、退職手当負担金及び共済費について、予算額に不足が見込まれるため、第３節職

員手当で１３万３，０００円と第４節共済費で１５万６，０００円を増額しております。続きま

して、第３款第１項第１目の一般被保険者医療費給付費において、先ほどの減免措置

分の国及び県からの財政補填に伴う財源組替を行っております。以上御説明申し上げま

したが、御審議の上、御決定いただきますようお願いいたしまして、説明を終わります。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。お諮りします。本案は産業厚生常任委員会に付

託したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 
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○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって、議案第７４号は産業厚生常任委員

会に付託することに決定しました。 

-------〇------ 

 日程第１２ 議案第７５号 令和２年度高森町後期高齢者医療特別会計補正予算につ

い          

                  て 

○議長（後藤三治君）日程第１２、議案第７５号、令和２年度高森町後期高齢者医療特別

会計補正予算についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。健

康推進課長、岩下雅広君。 

○健康推進課長（岩下雅広君）議案第７５号で御提案いたしました、令和２年度高森町後

期高齢者医療特別会計補正予算第３号について御説明いたします。補正予算の主な

ものは、令和２年度後期高齢者医療保険料等負担金の増額等について、地方自治法

第２１８条第１項の規定により補正予算の議決を得る必要がありましたので、御提案させ

ていただくものでございます。 

１ページをごらんください。今回の補正は既定の予算に２９６万８，０００円を増額し、歳

入歳出総額をそれぞれ１億１，８１５万４，０００円といたしました。歳入歳出の主なものに

ついて御説明申し上げます。まず歳入について、６ページをごらんください。第１款第１項後

期高齢者医療保険料について、後期高齢者広域連合において所得確定に伴いまして段

階的見直しがされている軽減割合を反映させた保険料の再試算が行われ、新たな保険



43 

 

料見込額が示されたことによりまして、総額で２５３万７，０００円増額しております。 

次に歳出について、７ページをごらんください。第２款第１項第１目、後期高齢者医療広

域連合納付金において、歳入で御説明いたしました保険料の増額分に保険基盤安定負

担金を加えました２８１万９，０００円を増額しております。また第５款予備費においては、

収支の調整を行いました。以上御説明申し上げましたが、御審議の上、御決定いただきま

すようお願いいたしまして、説明を終わります。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。お諮りします。本案は産業厚生常任委員会に付

託したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって、議案第７５号は産業厚生常任委員

会に付託することに決定しました。 

-------〇------ 

 日程第１３ 議案第７６号 令和２年度高森町介護保険特別会計補正予算について 

○議長（後藤三治君）日程第１３、議案第７６号、令和２年度高森町介護保険特別会計補

正予算についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。健康推進

課長、岩下雅広君。 
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○健康推進課長（岩下雅広君）議案第７６号で御提案いたしました、令和２年度高森町介

護保険特別会計補正予算第３号について御説明いたします。補正予算の主なものは、

令和２年度から新たに創設されました介護保険者努力支援交付金事業による事業の増

額等について、地方自治法第２１８条第１項の規定により、補正予算の議決を得る必要

がありましたので、御提案させていただくものでございます。 

１ページをごらんください。今回の補正は既定の予算に２５８万２，０００円を増額し、歳

入歳出総額をそれぞれ１０億６，３４０万２，０００円といたしました。歳入歳出の主なもの

について御説明申し上げます。まず歳入について、６ページをごらんください。第３款、第２

項、第７目、保険者努力支援交付金で令和２年度より新たに創設された事業に対する

交付金として、１３６万３，０００円を増額しております。 

次に歳出について７ページをごらんください。第５款第１項第１目介護予防生活支援サ

ービス事業費においては、先ほど歳入で御説明申し上げました新設事業の保険者努力支

援交付金等の国庫補助金を財源とする組替を行っております。続いて、８ページをごらんく

ださい。第７款、第３項、第１目他会計繰出金においては、令和元年度介護保険低所得

者保険料軽減負担金及び補助金の確定に伴う精算金といたしまして、国に返還する費

用を一般会計に繰り入れるもので、２１万３，０００円を増額しております。最後に第８款

予備費において、収支の調整を行いました。以上御説明申し上げましたが、御審議の上、

御決定いただきますようお願いいたしまして、説明を終わります。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は
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ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。お諮りします。本案は産業厚生常任委員会に付

託したいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって議案第７６号は産業厚生常任委員会

に付託することに決定しました。 

-------〇------ 

日程第１４ 議案第７７号 令和２年度高森町簡易水道事業特別会計補正予算について 

〇議長（後藤三治君）日程第１４、議案第７７号、令和２年度高森町簡易水道事業特別会

計補正予算についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。建設

課長、荒牧久君。 

○建設課長（荒牧久君）議案第７７号で御提案いたしました令和２年度高森町簡易水道事

業特別会計補正予算第４号について、御説明申し上げます。今回の補正は歳出予算

のみで予算調整を行っており、その主なものとしましては、人事院勧告に伴う人件費の補

正と修繕料を計上しております。６ページをお開きください。第１款水道費の一般管理費に

おきましては、３節職員手当等の７万７，０００円を増額しております。内訳につきましては、

７ページの下段の表のとおりとなっております。１０節の需用費、修繕料につきましては、芝

原の２号ポンプの電動弁修繕をはじめ、今後修繕が予想されることから、４５０万円を計
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上しております。４款予備費におきましては、減額により予算調整を行っております。以上

今回提案しております補正予算につきまして御説明を申し上げましたが、御審議いただき、

御決定賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）討論なしと認めます。お諮りします。本案は原案のとおり決定することに

御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって、議案第７７号、令和２年度高森町簡

易水道事業特別会計補正予算については、原案のとおり可決されました。 

-------〇------ 

 日程第１５ 議案第７８号 令和２年度高森町農業用水供給事業特別会計補正予算に

ついて 

○議長（後藤三治君）日程第１５、議案第７８号、令和２年度高森町農業用水供給事業特

別会計補正予算についてを議題とします。本案について、提案理由の説明を求めます。

建設課長、荒牧久君。 
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○建設課長（荒牧久君）議案第７８号で御提案いたしました、令和２年度高森町農業用水

供給事業特別会計補正予算第３号について、御説明申し上げます。今回の補正は歳

出予算のみで予算調整を行っており、その主なものとしましては、修繕料を計上しておりま

す。６ページをお開きください。第１款農業用水費の管理費におきましては、１０節需用費

の修繕料８１万２，０００円を計上しております。これは芝原２号調整池のテレメーター、そ

れから含蔵寺２号ポンプの修繕料としており、来年の使用に支障を来さないための修繕で

あります。２款予備費におきましては、減額により予算調整を行っております。以上、今回

提案しております補正予算につきまして御説明いたしましたが、御審議いただき、御決定

賜りますようお願い申し上げ、提案理由の説明とさせていただきます。 

○議長（後藤三治君）提案理由の説明が終わりましたので、これから質疑を行います。質疑は

ありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）質疑なしと認めます。これから討論を行います。討論はありませんか。 

［「ありません」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）討論なしと認めます。お諮りします。本案は原案どおり決定することに御

異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって、議案第７８号、令和２年度高森町農

業用水供給事業特別会計補正予算については、原案のとおり可決されました。 
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-------〇------ 

日程第１６ 休会の件について 

〇議長（後藤三治君）日程第１６、休会の件についてを議題とします。お諮りします。１２月１２

日、１３日、１４日、１５日、１６日は休会としたいと思います。御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

〇議長（後藤三治君）異議なしと認めます。したがって１２月１２日、１３日、１４日、１５日、１

６日は休会とすることに決定しました。なお各常任委員会が開かれますので、よろしくお願

いいたします。 

-------〇------ 

〇議長（後藤三治君）以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会とします。お疲れ様でした。 

-------〇------ 

散会 午後０時６分 


